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(2) 人口の現況と将来予測

2020(令和 2)年 10 月国勢調査による本町の総人口は、15,080 人(世帯数 6,263 世帯)で高齢化

率は 39.2%、過去 5 年間の増減率は－5.79%、人口密度 423.6 人/km2であった。エネルギー消費

量や CO２排出量に影響する今後の人口推移(国立社会保障・人口問題研究所 2018 年 3 月推計)

については、2025(令和 7)年で 13,584 人(対 2020 年比:－9.9%)、2030 年(令和 2)年で 12,372

人(対2020年比:－20.0%)、2045(令和27)年で8,879(対 2020年比:－41.1%)と予測されている。
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図 1-1 鞍手町の交通環境
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図 1-2 鞍手町の人口予測
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公共施設

町が保有する公共施設の総量は、全 78 施設、409 棟、総延床面積は 112,915.9 ㎡となってい

る。施設用途による分類では、延床面積で最も多く占めているのは「学校教育施設」で、全体

の 36.6％を占めている。次いで「住宅」の 25.8％、また、旧学校施設を含む「その他施設」も

3 番目に多い状況である。

図 1-3 分類別公共施設の集計結果

出典：鞍手町公共施設等総合管理計画より

公共遊休地

町が保有する土地のうち、遊休地は町内に点在しており、その中には太陽光発電設備導入の

ポテンシャルを有しているものも存在している。公共遊休地としては、下図のような雑種地や

遊休農地等があり、日射時間などの条件のよいものもある。公共遊休地は町内に大小にかかわ

らず数多く分布していることから、一定の選定基準を用いて特に導入ポテンシャルの高いもの

を抽出していくこととする。

図 1-4 町内の遊休地の例
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ため池

鞍手町におけるため池について、「福岡県ため池台帳」より整理すると、全部で 59 面ある。その個別

データリストを表 1-1 に、分布状況を図 1-6 に示す。なお、「特定農業用ため池」の指定を受けたもの

は 14 面である。また、各ため池の権利関係で「管理者」は、全て鞍手町だが、「所有者」は、町所有(単

独)のものが27面(45.8%)と最も多く、町所有(共有)のものが15面(25.4%)、国有地のものが6面(10.2%)、

字所有のものが 5 面(中山地区のみ 8.5%)、個人所有が 6 面(10.2%)の内訳である。各ため池の規模(満

水面積)は、0.1～4.0ha の範囲にあり、0.5ha 未満のものが 33 面(全体の 55.9%) で最も多く、次いで

0.5～0.99ha 以下のものが 13 面(22.0%)、1.0～1.99ha 以下のものが 9 面(15.2%)、2.0～2.99ha 以下の

ものが 1(1.7%)面、3.0～3.99ha 以下のものが 2 面(3.4%)、4.0ha のものが 1 面(1.7%)となっている(図 1-

5)。
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図 1-5 鞍手町ため池の規模別箇所下数
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図 1-6 鞍手町ため池分布図

出典：福岡県ため池台帳より引用して作成
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NO
台帳

-NO
名 称

地区

名
住 所

満水

面積

(ha)

提体

高(m)

提頂

⻑(m)

総貯水

量(千

m3)

平均

水深

(m)

所有者 管理者

1 48 谷山池 字⾕⼭205-6 外 4.00 23.9 224 305 7.6 町 町

2 32 宮田越上池 字ユスノ木原188-1 1.22 5.0 70 26 2.1 町 町

3 47 椿谷池 字椿⾕50 外 0.57 11.5 75 20 3.5 町 町

4 26 宮田越下池 字宮田越192 0.38 4.0 77 16 4.2 官有地 町

5 24 裏田池 字浦田614  0.25 5.0 70 17 6.8 個人 町

6 25 鍋倉池 字鍋倉650 0.20 4.0 32 7 3.5 町 町

7 2 ⻄の原池 字⻄の原859 0.70 7.6 142 24 3.4 町 町

8 29 ⻄の⾕池 字⻄の原897-1 0.50 4.0 160 11 2.2 建設省 町

9 22 草田池 字草田817-2外 0.50 4.0 92 10 2.0 個人 町

10 27 八久保池 字八久保767外 0.40 6.0 90 35 8.8 町 町

11 30 水上池 字水上544外 0.10 4.5 112 5 5.0 町 町

12 59 辰ヶ下池 字辰ヶ下607 0.10 2.0 20 1 1.0 町 町

13 61 大谷池 字辰ヶ下607 0.10 2.5 27 0.25 0.3 町 町

14 41 金木原池 字大正寺1-51外 3.80 10.5 88.5 103.3 2.7 町/他 町

15 35 幸ノ塔池 字上松尾529外 3.00 4.5 80 6 0.2 町 町

16 40 濁池 字濁93-1外 2.80 9.5 226 150 5.4 町/他 町

17 10 井手ノ元池 字井手ノ元2743-1外 0.70 5.0 75 20 2.9 町 町

18 28 上松尾池 字上松尾416外 0.62 6.9 92.6 16 2.6 町 町

19 9 旧幸ノ浦池 字幸ノ浦3361-1 0.40 3.5 50 10 2.5 中山 町

20 4 唐ヶ崎下池 字唐ヶ崎3536外 0.30 5.5 45 11 3.7 町/他 町

21 5 唐ヶ崎上池 字唐ヶ崎3516 0.20 4.5 40 12 6.0 中山 町

22 8 藺牟田池 字藺牟田3334-1外 0.20 4.0 50 8 4.0 町 町

23 12 新幸ノ浦池 字幸ノ浦3364外 0.20 3.0 36 19 9.5 町 町

24 15 山ヶ崎上池 字山ヶ崎3788 0.20 4.0 35 6 3.0 中山 町

25 31 切堤池 字上松尾391 0.20 5.0 100 6 3.0 中山 町

26 33 下宮上池 字尾登1354-2外 0.20 5.0 70 8 4.0 町 町

27 3 丸尾池 字上松尾419外 0.16 4.45 97.7 3.7 2.3 町 町

28 56 下宮下池 字尾登1349 0.10 2.0 80 2.5 2.5 中山 町

29 60 重見池 字重見201-1付近 0.10 2.0 20 0.8 0.8 町 町

30 11 猿喰池 字猿喰1654付近 0.30 5.0 50 8 2.7 町 町

31 1 白旗池 字白旗163外 1.50 6.0 263 34 2.3 町/他 町

32 21 不動面池 字不動面1441 0.80 3.5 50 10 1.3 官有地 町

33 62 小北浦池 字小北浦673 0.06 3.5 50 3.5 5.8 町 町

34 63 徳楽上池 字徳楽75 0.10 3.5 11 1.8 1.8 町 町

35 49 百立池 字百立1329-23 0.39 7.0 104 16 4.1 町 町

36 13 仁代池 字仁代1964 1.20 6.0 120 41 3.4 個人 町

37 50 入生池 字入生浦445外 0.90 4.0 60 41 4.6 町/他 町

38 34 石田池 字石田680外 0.80 7.0 260 53 6.6 町 町

39 16 大日池 字大日前1370外 0.50 3.0 60 45 9.0 町/他 町

40 14 山田池 字山田1803 0.40 4.0 30 12 3.0 個人 町

41 44 碇 池 1575-1外 1.50 6.5 7.0 81 5.4 町/他 町

42 43 宮ノ谷池 字宮ノ谷722-1外 1.20 5.5 90 49 4.1 町 町

43 18 御堂ヶ浦池 字御堂ヶ浦953外 1.10 6.5 86 88 8.0 官有地 町

44 45 一ノ谷池 字一ノ谷1608 0.90 7.4 80 18 2.0 町 町

45 17 乙ヶ谷池 字乙ヶ谷1186外 0.71 10.3 61 22 3.1 町/他 町

46 46 野田池 字野田1280外 0.40 11.5 75 19 4.8 町/他 町

47 42 ⼤⻯池 字⼤⻯1012 0.25 9.5 130 15 6.0 町 町

48 19 笹尾池 字笹尾1076外 0.20 4.5 100 7 3.5 町/他 町

49 20 松ヶ浦池 字松ヶ浦956外 0.20 4.5 62 5 2.5 町/他 町

50 37 浦ノ原大池 字浦ノ原1972-1外 3.80 8.9 172 150 3.9 町/他 町

51 36 浦ノ原小池 字浦ノ原1972-2外 2.50 5.0 70 6 0.2 町/他 町

52 38 ⻄ノ浦池 字神崎2137-2外 1.90 10.0 240 103 5.4 町/他 町

53 7 伏原池 字伏原68外 1.00 5.0 310 30 3.0 官有地 町

54 6 倉坂池 字倉坂2854 0.80 5.4 35 25 3.1 個人 町

55 55 打木原池 字打木原1992外 0.30 4.0 60 2 0.7 官有地 町

56 51 狸坂池 字狸坂1182外 0.10 3.0 80 4 4.0 町/他 町

57 52 ⻄⼭池 字大久保1294-1 0.16 4.0 60 3 1.9 町 町

58 39 永谷裏池 永谷 字向山303 1.00 5.0 68 63 6.3 町 町

59 53 松隈池 木月 字貝殻2168 0.10 2.2 50 2 2.0 個人 町

古門

室木

⻑⾕

中山

八尋

新北

新延

表 1-1 鞍手町ため池リスト

出典：福岡県ため池台帳より引用して作成

1.00

0.74

0.25

0.30



1-7

太陽光発電設備を設置するにあたっての課題の整理、現状分析の実施

反射光問題（光・熱）

反射光問題とは、太陽光の光を太陽光パネルが反射し、ご近所の建物の窓などに反射した光

が差し込んでしまう問題で、光害とも呼ばれている。反射光が差し込むことで与える被害は以

下 2 つが代表的である。

①単純にまぶしい

②反射光が原因で部屋が暑くなり、熱中症になる恐れがある

太陽光パネルを南側に設置した場合、反射光は上空に向かうため、光害は発生しにいくい。

一方、北側に設置した場合、反射光は地上方向に向かうため、光害が発生しやすい(図 1-7)。

近隣建物が高い地盤に設置されている場合など、高さ関係により、反射光が入りやすい位置関

係にも注意が必要である(図 1-8)。

図 1-7 太陽光パネルを北側に設置したイメージ

出典：太陽光発電の環境配慮ガイドライン（環境省）

図 1-8 太陽光パネルの設置場所の北側に高い建物がある場合

出典：太陽光発電の環境配慮ガイドライン（環境省）
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水上型太陽光発電の課題

(1) 水上設置型太陽光発電設備の特徴

ため池や遊水地等での太陽光発電導入には、一般に広く利用されている「屋根置き型」や「地上設

置型」とは異なり、水上設置型太陽光発電設備 （以下「水上ソーラー」という。）が使用される。水上ソ

ーラーの設備機器構成は、基本的に屋根置き型タイプや地上設置(野立て)型タイプと同じだが、発電

アレイを取り付ける架台が水面に浮かべたフロートに設置され、フロートは係留索でため池に固定され

るという違いがある。なお、こうした機器構成上の違いの他、水上ソーラーには、表 1-2 に示すようなメ

リットとデメリットがある。

表 1-2 水上ソーラーのメリットとデメリット

項 目 項 目 詳 細

メ

リ

ッ

ト

■発電効率が
下がりにくい

=年間稼働率が

高い

・太陽光パネルの最適発電効率のパネルの表面温度は 25℃であり、温度が上昇す

ると電流は上がるがそれ以上に電圧が下がり、表面温度の上昇に伴い発電効率が

低下する傾向がある。

・水上ソーラーは、水面の温度の方が屋根や地面より低く、パネルの表面温度を低

い状態で保てる上に、水面からの照り返しで、より多くの太陽光を集めることも

できるため、発電効率が下がりにくく、結果として年間稼働率は屋根置き型タイ

プより 10〜15%程度高いと言われている。

■障害物が少
なく影がで
きにくい

・太陽光パネルに障害物や遮蔽物などがあると光が遮られ発電効率が下がるが、水

上ソーラーの場合、設置場所はため池など周りに遮蔽物が少ない場所に設置する

ため、発電効率低下を心配する必要なく発電を行える。

■導入経費の
縮減

・水上ソーラーでは敷地の土木造成工事が一般に不要であり、地上設置型の発電設

備に比べ、設置の時間や設置コストを節約することが出来る。

■維持管理経
費の縮減 /
水質改善

・水上ソーラーの場合、地上設置型では必須となる敷地内の除草作業の必要がな

い。パネルが太陽光の日射を遮る事になるので、結果として水の蒸発を抑え貯水

量の減少を抑制するとともに、水草、藻、アオコなどの発生も抑えられる。

デ
メ
リ
ッ
ト

■増水や渇水、
強風対策等
が必要

・渇水や豪雨による増水の他、台風時などの強風対策が必要とされる。

・また、太陽光パネルや配線の防水、絶縁、耐食処理等や漏電などの特別
な対策も必要。

屋根置き型 地上設置(野立て)型) 水上設置型(水上ソーラー)

図 1-9 太陽光発電の設置別タイプ

出典: 「太陽光発電協会 HP」、「 農業用ため池における水上設置型太陽光発電設備の設置に関する手引き 」
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(2)水上ソーラーシステムの設備機器構成

水上ソーラーシステムの一連の設備機器構成は、図 1-10 及び表 1-3 に示すとおりである。

屋根置き型や土地上設置タイプと異なり、太陽電池モジュール（ＰＶ）や電池アレイがフロ

ートで水面 に設置され、パワーコンディショナー（ＰＣＳ）や分電盤、売電用積算電力量計

等は提体等の地上部に設置される。

表 1-3 水上ソーラーシステムの設備機器

機 器 概 要

水

上

太陽電池モジュ
ール（ＰＶ）

・太陽光エネルギーを直接電気エネルギー（直流）に変換するパネル

電池アレイ
・直並列接続された複数の太陽電池モジュールを機械的、電気的に架台に取り

付けた太陽電池群

太陽電池架台
・太陽電池モジュールを所定の傾斜角を持って取り付けるための架台。一般的

には鋼やアルミ合金製であることが多い。

フロート ・水面上に太陽光発電設備を浮かべる部材

係留索
・アンカーとフロートをつなぐ設備。貯水位の変動、外力（風力、波浪等）に

対応し係留索の⻑さや配置を決定する。

アンカー
・フロートを固定するための部材。池底等の土中に差し込むもの、コンクリー

トブロックなどがある。

接続箱
・直列ごとに接続された太陽電池モジュールから配線を一つにまとめるため

のボックス。開閉器や避雷素子の他、逆流防止ダイオード又はヒューズも内

蔵している。PCS と一体になっている場合もある。

陸

上

パワーコンディ

ショナー(PCS)

・太陽電池モジュールから発生する直流電力を、最大限引き出すように制御す

るとともに、交流電力に変換する。通常、連系保護装置を内蔵する。

・自立運転機能を備えている場合は、商用電力が停電した際に特定の負荷に供

給できる。

分電盤 ・商用（買電）電力を建物内の電気負荷に分配する。

託送用積算

電力計

・太陽電池で発電した電力を商用電力系統へ売電する時の売電量を測定する

ための電力量計。需要者側で費用負担する必要がある。

ＰＡＳ
・高圧気中負荷開閉器のことで、架空引込方式の場合の配電線路の分岐・区分

用開閉器。

図 1-10 水上ソーラーシステムの設備機器構成

出典:「ため池管理マニュアル別冊」兵庫県ため池保全協会
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フロートは、メーカーの違いにより「樹脂製中空フロート」、「発砲スチロール製フロート」、

「発泡性充填パイプフロート」があり、形式の違いにより 1kW 当りの必要フロート面やフロー

ト安定性に差がある(表 1-4)。なお、水上ソーラー取扱い専門企業については下記に示す企業等

が見られる(表 1-5)。

表 1-4 フロートタイプ別の形状と性能

フロート

タイプ

樹脂製中空

フロート

発砲スチロール製

フロート

発泡性充填パイプ

フロート

フロートの概

要と特性

・既製品のフロート毎に分

割でき人力運搬が可能

で施工性が良い

・パネル角度は 12°で固定

・フロートは現地組み立て
後クレーンでの投入が必要

・パネルの角度は任意設定可

・経済性は一番良い

・塩ビ製パイプ内に発砲ス
チロールを充填した構造で
発泡スチロール製よりは高価。

・フロートの現地組み立
て後クレーンでの投入が必要。

・パネルの角度は任意設定可

1 フロート面積 16.6m×7,8m≒129m2 15.6m×5.0m≒78m2 9.2m×6.1m≒56m2

太陽光パネル 6.12kW(255W×24 枚) 6.12kW(255W×24 枚) 6.12kW(255W×24 枚)

パネル角度

12 度 5 度/12 度/30 度 5 度/12 度/30 度

*パネル設置角度が大きい程発電量が増加(5 度: 100%、12 度: 119%、 30 度: 130%

但し、パネル間の離隔距離が広がるのでフロート必要面積が拡大する。

1kW 当り必要

フロート面積
21.00 m2/kW 12.75 m2/kW 9.15 m2/kW

フロート安定

性(上下移動

量)

無風時(0.5m/s) 2 mm

やや強風(6.0m/s) 9 mm

強風時(11.0m/s) 18 mm

強風時(11.4m/s) 18 mm

無風時(0.5m/s) 2 mm

やや強風(6.0m/s) 4 mm

強風時(11.0m/s) 8 mm
強風時(11.4m/s) 8 mm

無風時(0.5m/s) 2 mm

やや強風(6.0m/s) 7 mm

強風時(11.0m/s) 15 mm
強風時(11.4m/s) 15 mm

樹脂製中空フロート 発砲スチロール製フロート 発泡性充填パイプフロート

出典:「ため池を活用した太陽光発電施設実証実験結果」香川県農政水産部農村整備課、平成２８年７月より作表

表 1-5 水上ソーラーシステム取扱い専門企業

企業名 システム名 フロート種

別

実績 備 考

キョウラク

(株)

ミナモソーラー

システム

樹脂製中空

フロート

50MW

(2019/3)

・フロートに分散型 PCSや接続箱をフ

ロートに設置可能。

ため池ソーラ

ー社

ため池ソーラー

フロート架台

S165

発砲スチロ

ール製フロ

ート

44.6MW

(2022/3)

・10°モジュール積載数 9 枚 25m2

・遮蔽シートによるフロートのめくり

上り防止装置付き。

東和アークス

(株)

水上太陽光発電

システム
樹脂製中空

フロート
- ・最大風速 45m/sec での実績

三井住友建設

(株)

水上太陽光発電

用フロートシス

テム

発砲スチロ
ール製フロ

ート

14.9MW

(2020/9)
・外国での実績有

・8 人 1 組で 1MW当り 20 日で設置

出典: 各社 HP より作成。
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(3)水上ソーラーシステムの台風被災と対策

全国で現在までに導入された水上ソーラーシステムは 150 箇所前後と推計されるが、これま

でに台風時の強風により被災したケースは、表 1-6 に示す 3 事例がある。被災事例のいずれも

発電出力 2.0～13.7MW で、満水面積では 3.1～40ha 以上の極めて大きなため池に限られており、

フロートタイプも全て樹脂製中空タイプであった。また、設備の設計風速は現在ではいずれの

メーカーも瞬間最大風速 60m/s に引き上げているが、被災事例はいずも 40m/s であった。各事

例の被災状況と復旧対策事項を参考とすると、本町での事業化においても、下記の 3 つの対策

は、設計・施工段階では留意する必要がある。

・安定性の高い発砲スチロール製フロートタイプの採用

・設計風速(60m/s)は、フロートをつなぐ金具など設備全体の各所でも徹底すること

・係留索・アンカーは、強風による各フロートの揺動が共振により拡大するアイラン

ド外周辺部だけでなく、その内側でも設置すること。

・風で全体が流される、壊れた部材が流される等によって洪水吐の通水を阻害することの無いよ

う対策を講じる。

・目視点検困難な水中の部材（アンカー、ワイヤー等）の管理方法について検討し、定めておく

・発電施設設置後の浚渫作業が困難となるため、設置時に池底の浚渫が必要

表 1-6 水上ソーラーシステムの台風被災と対策事例

対象施設

所 在

狭山池水上メガソーラー

大阪府大阪狭山市

千葉山倉水上メガソーラー発電所

千葉県市原市

新拓溜池 MS 発電所

佐賀県白石町

施設概要

・出力 1.99MW(満水面

積:40.0ha)

・設計風速（41.53m/s）

・樹脂製中空フロート

・ 出 力 13.7MW( 満 水 面 積 :

16.0ha)

・アイランド 503×487m

・樹脂製中空フロート

・設計風速（41.53m/s）

・ 出 力 2.37MW( 満 水 面 積 :

3.1ha)

・アイランド 100×100m

・樹脂製中空フロート

・設計風速（41.53m/s）

被災日
・2019/9 台風 21 号(風

速 30〜40m/s?)

・2019/7 台風 15 号(最大瞬間

風速 42.6m/s 45.8m/s?)

・2019/9 台風 21 号(最大瞬間

風速〜40m/s)

被災状況

と

復旧対策

・強風によりアイランド

の分断・フロート流動

損壊/外周部のめくり

上がり(733 枚)

・係留ワイヤー抜け

・係留ワイヤーや湖底ア

ンカーの設計強度の強

化

・フロートとアンカーを

接続するボルトの空洞

内に金属製の芯を入れ

強化

・風速 60m/ｓにも耐え

られるように強化

・強風によりアイランドが3つに

分断

・フロート流動損壊/外周部のめ

くり上がり・折り重ね

・太陽光モジュール全 50,904 枚

の約 8 割が破損

・パネル連結ピンの破損損壊

・複数個所での火災

・南橋の係留ワイヤー68 本の内

7 本抜け

・アイランドの 6 分割小型化

・係留アンカーの倍増

・電気による火災を防ぐために

電気ケーブルを＋と−に分け

て保護管に入れる。

・強風で四角いアイランドの南

東端が東岸側に傾きながら、

全体が北岸に押し流された。

・岸に達したフロート架台は後

ろの架に押され、数 mの岸を

せり上がった。

・先端部分の架台は、池を囲む

周回道の外周柵(RC 製)に衝

突・横転しつつ折り重なる。

・太陽光パネルをより高出力

(275W／枚)に変更し枚数を

≒900 枚減少。

・フロート係留アンカーの取り

付け位置をアイランドの外周

のみから、内側にも格子状の

配置に分散設置。

狭山池での被災状況(出典：日経 BP) 山倉池での被災状況(出典：日経 BP ) 新拓溜池での被災状況

(出典:経産省・電力安全課資料)
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再生可能エネルギーの導入実績

鞍手町における再生可能エネルギー設備導入の経年推移と実績量は、図 1-11、表 1-7 に示

すとおりである。なお、太陽光発電以外の風力発電、地熱発電、小水力発電、バイオマス発

電等は未導入である。直近の 2019(平成 31)年度では、全体では 21,054kW が導入され、その

内訳は太陽光発電(10kW 未満)が 2,479kW(11.7 %)、太陽光発電(10kW 以上)が 8,574kW(88.2%)

である。主に家庭等で設置される太陽光発電(10kW 未満)の導入件数(2018 年度)は 519 件で、

全世帯数の 6.91 %に、翌年(2019 年度)は 546 件で、普及率は 7.28 %と想定される。

また、太陽光発電(10kW 以上)設備 106 件(18,574kW)の内、空地等での土地系設備設置状況

は航空写真より実測した結果によると、16 件(14,952kW、平均 935kW/箇所)である。したがっ

て、建物設置系設備の設置状況は 90 件(2,986kW、平均 33kW/箇所)と想定される。以上の太陽

光発電設備でのカーボンフリーな発電による CO2削減量(2018 年度)は 8.5 千 t-CO2で、これは

町全体の CO2排出量(241.8 千 t-CO2)の 3.5%に相当し、基準年比の CO2削減率では▲3.0%に相当

する。

出典：「自治体排出量カルテ」環境省:令和 4 年 3 月 より作表

70 件
70 件

83 件
91
件

98 件 106 件

430 件 430 件 446 件 477 件 495 件

430 件

519 件

単位 2013(H25) 2014(H26) 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 2018(H30) 2019(H31)

太陽光発電(10kW未満) 1,795 1,795 1,924 2,099 2,196 2,336 2,479

太陽光発電(10kW以上) 12,369 12,369 14,858 16,942 17,733 17,938 18,574

風力発電/水力発電/地熱発電 0 0 0 0 0 0 0

合 計 14,164 14,164 16,782 19,041 19,929 20,274 21,054

太陽光発電(10kW未満)

導入件数
件 430 430 446 477 495 519 546

平均出力規模 kW 3.8 3.8 3.9 4.0 4.1 4.1 4.15

太陽光発電(10kW未満)

普及率
% 5.68% 5.68% 5.88% 6.30% 6.58% 6.91% 7.28%

太陽光発電(10kW以上)

導入件数
件 70 70 83 91 98 106 110

平均出力規模 kW 176.7 176.7 179.0 186.2 180.9 169.2 168.90

太陽光発電(10kW未満) 2,152 2,154 2,309 2,519 2,636 2,803 2,976

太陽光発電(10kW以上) 16,361 16,361 19,653 22,410 23,456 23,728 24,569

合 計 18,513 18,515 21,962 24,929 26,092 26,531 27,545

町内電力使用量 MWh 166,639 164,559 167,845 161,986 163,903 150,231 -

電力自給率 % 11.1% 11.3% 13.1% 15.4% 15.9% 17.7% -

鞍手町CO2排出量 282 295 297 269 267 242 -

再エネCO2削減量 11.3 10.8 11.2 11.5 11.4 8.5 -

再エネCO2削減率 % 4.0% 3.7% 3.8% 4.3% 4.3% 3.5% -

2013年比再エネCO2削減率 % 4.02% 3.83% 3.96% 4.08% 4.05% 3.00% -

千t

MWh

kW

電力自給

状況

発電量

設 備

整備量

設 備

普及率

CO2削減

関係

太陽光発電

(10kW 以上)

太陽光発電

(10kW 以下)

風力発電

バイオマス

発電

地熱発電

中小水力発電

発電量

図 1-11 鞍手町の再生可能エネルギー導入推移

出典「 自治体排出量カルテ」環境省:令和 4 年 3 月 より作図

表 1-7 鞍手町の再生可能エネルギー導入実績
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水上ソーラーの全国・福岡県での導入状況

我が国における水上ソーラーの導入ポテンシャル(湖沼・ダム・ため池水面）は、NEDO の

「 再生可能エネルギー白書（第 2 版）」によると、設置可能面積は 448 ㎢、発電出力で

38.8GW(3,880 万 kW) で、建物以外の導入ポ

テンシャルでは「耕地」に次いで高く評価さ

れている。これを背景に我が国での水上ソー

ラーの導入は FIT 制度(2012 年)を契機として

拡大してきている。具体的にはため池数が多

く、日照条件の良い兵庫県、香川県、三重県

の他、関東地方(埼玉県、茨城県)でも導入が

進んでいる。そのほとんどは FIT 制度による

売電タイプである。

なお、世界的に見ても我が国は水上ソーラ

ー発電規模世界ランキング上位 100 位中の内

70 施設(2018 年時点)を占め、世界総出力の

約半分を担う一大勢力となっている。

福岡県全体では農業用ため池が 5,000 カ所以上もあり、九州 7 県の中では最も数多く分布し

ている、県内のソーラー発電導入の事例としては 3 事例がある。田川郡福智町の朝倉池(敷地面

積:4.94ha)で発電出力 528kW(フロート面積:0.64a≒13%)の水上ソーラーの導入事例(2015 年 8

月)の他、プロポーザル方式により、福岡市と太陽光発電事業を手掛ける「パワーマックス（福

岡市）」が協力し、市が管理する蓮花寺池（満水時面積約 0.78ha）で発電出力 300kW(フロート

面積:0.34ha≒44%)の水上ソーラーの導入事例(2016 年 7 月)がある。福岡市に入る賃貸料は 20

年間で約 700 万円を見込んでいる。その他 230kW(遠賀郡岡垣町用水池)の例もある。

わが国で導入された水上ソーラーの発電規模の上位例は、以下のとおりである。その内最

大出力は千葉県市原市山倉ダムの 13.7MW である。一方、発電規模の最小事例では 1,241kW(兵

庫県加西市野田池)である。

千葉県市原市 山倉ダム 出力: 13.7MW 発電量: 1,617 万 kWh 2018 年

千葉県川島町 梅ノ木古凍貯水池 出力: 7.55MW 発電量: 830 万 kWh 2015 年

兵庫県稲美町 広谷池 出力: 6.80MW 発電量: 790 万 kWh 2018 年

兵庫県 皿池 出力: 3.07MW 発電量: 367 万 kWh 2021 年

香川県 御厩池 出力: 2.84MW 発電量: 19.9 万 kWh 2019 年

佐賀県白石町 有明貯水池 出力: 2.38MW 発電量: 24.0 万 kWh 2016 年

福岡市蓮花寺池水上ソーラー(528kW) 福岡県福智町朝倉池水上ソーラー(300kW)

2018 年累計

91.3MW

図 1-12 我が国の水上ソーラー導入累積実績

出典 www.solarassetmanagement.asia



2 地域特性、環境特性等の調査・検討

考慮すべき地域特性・環境特性の調査、検討

2-1-1 自然条件

【地勢・地形】

本町は、地勢的には遠賀川中流域で、その左岸(西側)を流れる支流の西川の沖積平野と三群

山地に属する丘陵地で構成され、本町の西部、南部は丘陵地で、北部及び北東部は平坦地で北

に開けた地形となっている。中央部を北流する西川は非常に勾配が緩く、平坦地の大半は石炭

採掘による地盤沈下により低地化し、河川への排水が困難であるため、排水機で強制排水して

おり、降雨時には農地の冠水のおそれが大きくなっている。

太陽光発電設備は浸水した場合でも光が当たれば発電する為、水没・浸水をした太陽光発電

設備に接触すると感電するおそれがある。浸水被害を最小限にするためには、水害リスクを認

識したうえで対策をたてることが重要である。太陽電池発電設備の設置場所が、河川氾濫した

場合に浸水が想定される区域であるかどうかを、公表されている洪水ハザードマップで確認し、

河川氾濫した場合に浸水が想定される区域である場合は、想定される浸水深より高い位置に設

置するなどの浸水リスクの回避を検討する必要がある。また風水害の被害にあった太陽光発電

システムにはむやみに近づかずに、事業者や管理者へ連絡する等の対策の徹底が必要となる。

【気象】

本町の気象は、日本海型気候区に属しているが、年間平均気温は 15.7℃と比較的温暖であ

り、年間降水量も 1,767mm で、そのほとんどが梅雨期や台風期の降雨に集中している。冬期は

冷たい北西の季節風が強く、年平均降雪日数は 17 日と少なく、生活しやすい地域である。な

お、10 月から 12 月には霧が多く発生する。

太陽光発電と関係する日照時間は、月間では 104～196 時間の範囲にあり、年間では 1,831 時

間となっている(飯塚観測所:1981～2010 年)。 太陽光発電は、日射量に応じて発電する。日射

図 2-1 鞍手町の位置 図 2-2 鞍手町の地勢

図 2-3 太陽光発電設備の水害時の危険性について

出典：太陽光発電協会
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量は、日の出とともに増加しはじめ、正午頃に最大となり、その後、低下して日の入りでなく

なる。また、日射量は、雲や砂塵他（大気の混濁）などの日射をさえぎるものが空に存在する

と減少する。

2-1-2 社会条件

【土地利用】

本町の面積は 35.6km2 で、福岡県の約 0.7％を占めている。その内、林野面積は

1,254ha(35.2%)、耕地面積は 832ha(23.3%)、その他 1,474ha(41.4%)である。耕地は沖積低地に

水田が 725ha(20.3%/耕地の 87.1%)で、比較的少雨のことから大小の溜池(59 箇所)が分布して

いる。畑地は 107ha(3.0%/耕地の 12.96%)と少なく、その内 20ha は特産のブドウ畑に利用され

ている。

土地利用の変遷は、町の活性化対策として企業の誘致、住宅の誘致を推進したこともあり、

農地、原野が減少し、宅地が増加している。一方、人口減少に伴い空き家が増加している。本

町の都市計画では「豊かな自然と歴史に囲まれた、魅力あふれるコンパクトなまち」をテーマ

に、JR 鞍手駅から町庁舎を結ぶ軸を「都市機能拠点（まちなか）」、鞍手ＩＣ周辺を「産業拠点」、

西部のゴルフ場及び古門・長谷地区を「観光レクリエーション拠点」の 3 つの拠点づくりを進

め、都市機能拠点や交通軸の位置付け、土地利用ゾーニングによる都市構造の明確化を図るこ

ととしている。また、土地利用的には「都市形成ゾーン」、「新産業ゾーン」、「田園集落ゾーン 」、

「山林保全ゾーン」の 4 つのゾーンを設定している。近年、太陽光発電事業の実施に伴い、土

砂流出や濁水の発生、景観への影響、反射光による生活環境への影響などの問題が生じる事例

が増えている。太陽光発電事業の実施にあたっては、地域や環境と調和した形での事業の実施

が重要である。

図 2-4 鞍手町の都市計画によるまちづくり 図 2-5 鞍手町の土地利用現況
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施設名 1_鞍⼿町浄⽔場

キュービクル仕様 □屋内 ■屋外

増設スペースの確認 ■有 □無

系統連系の設備（送電）の有無 ■有 □無

その他（                  ）

搬入ルートの確認（重機置場） ■有 □無

屋上へのメンテナンスルートの確認 ■有 ■無

※管理棟はメンテルート無し

パネル反射による付近への影響 □有 ■無

付近建物による影の影響 □有 ■無

災害時の利用可能な施設か ■可 □不可

糞害の状況 □有 ■無

防水の状況 ■良好 □数年で更新

□早急に更新要

屋根の形状 □傾斜 ■陸屋根

屋上の状況（アンカーの強度がでるか） ■可 □不可

太陽光配置スペース ■あり □なし

配線ルートの確認 □屋内 ■屋外 

屋上の他設備の設置状況 干渉等は特になし

・管理棟はメンテルートが無い為、設置対象外

・移動式汚泥乾燥装置は、パネル荷重等、強度について確認・要

3 周辺の状況

4 建屋の状況

2-2 建築物や周辺環境等の確認のための現地調査

調査結果報告書

1 受変電設備

2 搬入ルート

メンテナンスルート
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現場写真 施設名：

移動式汚泥乾燥装置 写真の説明 電気室・機械室・薬品室の屋上

写真の説明 ２系浄水池 梯子による屋上へのメンテルート 写真の説明 ２系沈殿池・沈殿池奥の建屋

写真の説明

写真の説明 上空写真 写真の説明 ２系浄水池 屋上

鞍手町浄水場

撮影年月日 令和4年10月20日



現場写真 学校名：

写真の説明 浄水場近辺の遊休地

鞍手町浄水場

撮影年月日 令和4年2月17日

写真の説明 汚泥濃縮槽奥の建屋 写真の説明 受変電設備の状況



施設名 2_鞍⼿町総合福祉センター、3勤労者ふれあい棟

キュービクル仕様 □屋内 ■屋外

増設スペースの確認 ■有 □無

系統連系の設備（送電）の有無 ■有 □無

その他（                  ）

搬入ルートの確認（重機置場） ■有 □無

屋上へのメンテナンスルートの確認 ■有 □無

※梯子によるメンテルート

パネル反射による付近への影響 □有 ■無

付近建物による影の影響 □有 ■無

災害時の利用可能な施設か ■可 □不可

糞害の状況 □有 ■無

防水の状況 ■良好 □数年で更新

□早急に更新要

屋根の形状 ■傾斜 □陸屋根

屋上の状況（アンカーの強度がでるか） □可 ■不可

※鋼板屋根へ設置

太陽光配置スペース ■あり □なし

配線ルートの確認 □屋内 ■屋外 

屋上の他設備の設置状況 干渉等は特になし

・屋上への設置スペースが限られる為、駐車場も設置対象として検討

・体育館(勤労者ふれあい棟)は屋根の形状から判断して設置対象外

3 周辺の状況

4 建屋の状況

調査結果報告書

1 受変電設備

2 搬入ルート

メンテナンスルート
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現場写真 施設名： 鞍手町総合福祉センター

写真の説明 体育館(勤労者ふれあい棟) 写真の説明 体育館裏の駐車場

写真の説明 東側駐車場 写真の説明 福祉管理棟 北西より撮影

写真の説明 福祉管理棟 北東より撮影 写真の説明 屋上屋根の状況

撮影年月日 令和4年10月20日
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施設名 4_浮州池ポンプ場（取⽔塔）

キュービクル仕様 □屋内 ■屋外

増設スペースの確認 □有 □無

系統連系の設備（送電）の有無 ■有 □無

その他（ 低圧受電                 ）

搬入ルートの確認（重機置場） ■有 □無

屋上へのメンテナンスルートの確認 □有 □無

パネル反射による付近への影響 □有 ■無

付近建物による影の影響 □有 ■無

災害時の利用可能な施設か □可 ■不可

糞害の状況 □有 ■無

防水の状況 ■良好 □数年で更新

□早急に更新要

屋根の形状 □傾斜 □陸屋根

屋上の状況（アンカーの強度がでるか） ■可 □不可

太陽光配置スペース ■あり □なし

配線ルートの確認 □屋内 ■屋外 

屋上の他設備の設置状況

調査結果報告書

1 受変電設備

2 搬入ルート

メンテナンスルート

3 周辺の状況

4 建屋の状況

・ポンプ場の他、渡り廊下＆キュービクルスペースにも設置可能
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施設名：

連携の状況 写真の説明

写真の説明 キュービクル置き場 写真の説明 キュービクル置き場

写真の説明

写真の説明 ポンプ場外観 写真の説明 ポンプ場へのわたり廊下

浮州池ポンプ場（取水塔）

撮影年月日 令和4年11月24日
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施設名 5_鞍⼿町営葬斎場

キュービクル仕様 □屋内 ■屋外

増設スペースの確認 ■有 □無

系統連系の設備（送電）の有無 ■有 □無

その他（                  ）

搬入ルートの確認（重機置場） ■有 □無

屋上へのメンテナンスルートの確認 ■有 □無

パネル反射による付近への影響 □有 ■無

付近建物による影の影響 □有 ■無

災害時の利用可能な施設か □可 ■不可

糞害の状況 □有 ■無

防水の状況 ■良好 □数年で更新

□早急に更新要

屋根の形状 □傾斜 ■陸屋根

屋上の状況（アンカーの強度がでるか） ■可 □不可

太陽光配置スペース ■あり □なし

配線ルートの確認 □屋内 ■屋外 

屋上の他設備の設置状況 第１斎場屋上に、煙突あり

・第１斎場の駐車場裏の遊休地の活用可能性あり

・南側駐車場は高木、生垣の影を考慮する必要あり

3 周辺の状況

4 建屋の状況

調査結果報告書

1 受変電設備

2 搬入ルート

メンテナンスルート
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現場写真 施設名：

撮影年月日 令和4年10月19日

鞍手町営斎場

写真の説明 南側駐車場裏の生垣 写真の説明 受変電設備の状況

写真の説明 第1斎場 裏駐車場の遊休地 写真の説明 南側駐車場

写真の説明 南側より撮影 写真の説明 第1斎場 屋上の状況
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施設名 6_⽂化体育総合施設

キュービクル仕様 □屋内 ■屋外

増設スペースの確認 ■有 □無

系統連系の設備（送電）の有無 ■有 □無

その他（                  ）

搬入ルートの確認（重機置場） ■有 □無

屋上へのメンテナンスルートの確認 ■有 □無

※武道館はメンテルート無し

パネル反射による付近への影響 □有 ■無

付近建物による影の影響 □有 ■無

災害時の利用可能な施設か ■可 □不可

糞害の状況 □有 ■無

防水の状況 ■良好 □数年で更新

□早急に更新要

屋根の形状 ■傾斜 ■陸屋根

屋上の状況（アンカーの強度がでるか） ■可 □不可

太陽光配置スペース ■あり □なし

配線ルートの確認 □屋内 ■屋外 

屋上の他設備の設置状況 公⺠館に空調室外機等あり

調査結果報告書

1 受変電設備

2 搬入ルート

メンテナンスルート

3 周辺の状況

4 建屋の状況

武道館はメンテルート無しの為、パネル設置不可

公⺠館の低層階屋上は影による影響の為パネル設置不可
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現場写真 施設名：

民俗博物館屋上 写真の説明 武道館

写真の説明 体育館メンテルート 写真の説明 体育館屋上

写真の説明

写真の説明 中央公民館屋上 写真の説明 防水の状況

文化体育総合施設

撮影年月日 令和4年11月24日

2-13



施設名 7_鞍⼿中学校

キュービクル仕様 □屋内 ■屋外

増設スペースの確認 ■有 □無

系統連系の設備（送電）の有無 ■有 □無

その他（                  ）

搬入ルートの確認（重機置場） ■有 □無

屋上へのメンテナンスルートの確認 ■有 □無

パネル反射による付近への影響 □有 ■無

付近建物による影の影響 □有 ■無

災害時の利用可能な施設か ■可 □不可

糞害の状況 □有 ■無

防水の状況 ■良好 □数年で更新

□早急に更新要

屋根の形状 ■傾斜 ■陸屋根

屋上の状況（アンカーの強度がでるか） ■可 □不可

太陽光配置スペース ■あり □なし

配線ルートの確認 □屋内 ■屋外 

屋上の他設備の設置状況

調査結果報告書

1 受変電設備

2 搬入ルート

メンテナンスルート

3 周辺の状況

4 建屋の状況

中学校棟は太陽光発電設

備あり

体育館屋上へは中学校棟経由でアクセス可能

体育館屋上はフェンス等の設置が無いが、安全対策用の金物あり
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現場写真 施設名：

別棟 写真の説明 別棟屋上

写真の説明 体育館屋上 写真の説明 体育館屋上の安全対策

写真の説明

写真の説明 中学校棟屋上 写真の説明 中学校棟屋上

鞍手中学校

撮影年月日 令和4年11月24日
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施設名 8_剣南⼩学校

キュービクル仕様 □屋内 ■屋外

増設スペースの確認 ■有 □無

系統連系の設備（送電）の有無 ■有 □無

その他（                  ）

搬入ルートの確認（重機置場） ■有 □無

屋上へのメンテナンスルートの確認 ■有 □無

パネル反射による付近への影響 □有 ■無

付近建物による影の影響 □有 ■無

災害時の利用可能な施設か ■可 □不可

糞害の状況 □有 ■無

防水の状況 ■良好 □数年で更新

□早急に更新要

屋根の形状 ■傾斜 ■陸屋根

屋上の状況（アンカーの強度がでるか） ■可 □不可

太陽光配置スペース ■あり □なし

配線ルートの確認 □屋内 ■屋外 

屋上の他設備の設置状況

調査結果報告書

1 受変電設備

2 搬入ルート

メンテナンスルート

3 周辺の状況

4 建屋の状況

体育館屋上はメンテルートなしの為、パネル設置不可
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現場写真 施設名：

体育館屋上 写真の説明

写真の説明 南側の状況 写真の説明 低層等の樹木による影の影響

写真の説明

写真の説明 屋上の状況 写真の説明 防水の状況

剣南小学校

撮影年月日 令和4年11月24日
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施設名 9_剣北⼩学校 

キュービクル仕様 □屋内 ■屋外

増設スペースの確認 ■有 □無

系統連系の設備（送電）の有無 ■有 □無

その他（                  ）

搬入ルートの確認（重機置場） ■有 □無

屋上へのメンテナンスルートの確認 ■有 □無

パネル反射による付近への影響 □有 ■無

付近建物による影の影響 □有 ■無

災害時の利用可能な施設か ■可 □不可

糞害の状況 □有 ■無

防水の状況 ■良好 □数年で更新

□早急に更新要

屋根の形状 □傾斜 ■陸屋根

屋上の状況（アンカーの強度がでるか） ■可 □不可

太陽光配置スペース ■あり □なし

配線ルートの確認 □屋内 ■屋外 

屋上の他設備の設置状況

調査結果報告書

1 受変電設備

2 搬入ルート

メンテナンスルート

3 周辺の状況

4 建屋の状況

体育館屋上はメンテルートなしの為、パネル設置不可
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現場写真 施設名：

受変電設備 写真の説明

写真の説明 南側の状況 写真の説明 体育館屋上

写真の説明

写真の説明 屋上の状況 写真の説明 防水の状況

剣北小学校

撮影年月日 令和4年11月24日
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